
ＦＦＧ 平成22年度の業績ハイライト

損益状況（連結ベース）

主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況（3行単体合算） 貸出金の状況（3行単体合算）

04

Ｆ
Ｆ
Ｇ 

平
成
22
年
度
の
業
績
ハ
イ
ラ
イ
ト

不良債権比率は22年3月末比0.04ポイント上昇し、2.64%
となりました。
　自己資本比率は、22年3月末比0.52ポイント上昇し10.84%、
ＴierⅠ比率も同0.40ポイント上昇し、6.70%となりました。

「経常収益」は、金利低下による資金運用収益の減少
等により、前年比62億円減少の2,510億円となりました。
　「コア業務純益」は、資金利益の減少等を経費削減で
一部カバーしましたが、前年比14億円減少し、701億
円となりました。
「経常利益」は、信用コスト（償却債権取立益を除く）
の減少および有価証券（株式・債券）関係損益の増加
等により前年比168億円増加し、499億円となりました。
「当期純利益」は、前年度において連結子会社の清算
に伴う繰延税金資産160億円の計上があったため、前
年比24億円減少し、260億円となりました。
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（3行単体合算）

自己資本比率（連結）
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不 良 債 権 比 率
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総資金（預金+ＮＣＤ）は、個人預金・法人預金ともに堅調に推
移しました結果、前年度末比2,765億円増加し、10兆8,094億
円となりました。
※NCD…譲渡性預金

貸出金は、地元企業や個人のお客さまの資金ニーズに積極的
にお応えしました結果、前年度末比3,287億円増加し、8兆
4,711億円となりました。

経 常 収 益
業 務 粗 利 益

業 務 純 益   

コ ア 業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益
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総資金残高（期末残高）
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貸出金残高（期末残高）
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※1

信 用 コ ス ト ▲※3

※2

※1 業務純益＝業務粗利益 － 経費（除く臨時処理分） － 一般貸倒引当金繰入額
※2 コア業務純益＝業務純益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 国債等債券損益
※3 信用コスト＝一般貸倒引当金繰入額 ＋ 不良債権処理額 － 償却債権取立益
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主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

福岡銀行 平成22年度の業績ハイライト

損益状況（単体ベース）
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「経常収益」は、金利低下による資金運用収益の減
少等により、前年比37億円減少の1,782億円となり
ました。
「コア業務純益」は、その他業務利益（国債等債券損
益除く）の減少等を経費削減で一部カバーしましたが、
前年比18億円減少し、581億円となりました。
「経常利益」は、信用コスト（償却債権取立益を除く）
の減少および有価証券（株式・債券）関係損益の増加
等により前年比137億円増加し、441億円となりました。
「当期純利益」は、前年度において連結子会社の清
算に伴う繰延税金資産160億円の計上があったため、
前年比73億円減少し、267億円となりました。

経 常 収 益
業 務 粗 利 益

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益
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信 用 コ ス ト ▲

資 金 利 益
　 国 内 部 門
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（単位：億円）

自己資本比率（連結）
　うちＴｉe rⅠ比 率

不良債権比率（単体）
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11.80
9.64

2.72

22年3月末比
不良債権比率は22年3月末比0.06ポイント低下し、2.66%

となりました。
自己資本比率（国内基準）は、22年3月末比1.00ポイント上
昇し12.80%、ＴierⅠ比率は同0.18ポイント低下し、9.46%と
なりました。

個人のお客さまからの積極的な預金獲得に伴い、個人預金
が前年度末比1,459億円増加したことを主因に、前年度末比
2,505億円増加の7兆8,161億円となりました。

23年3月末22年3月末21年3月末 23年3月末22年3月末21年3月末

（単位：億円）

総資金残高（期末残高）
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個人預金 法人預金 NCD

地元企業を中心とした新規取引の開拓など積極的な需資
の取込みや住宅ローンを中心とした個人部門（個人貸出金）
の推進を図った結果、総貸出金は前年度末比 2,525 億円増
加し、6兆 3,636 億円となりました。

（単位：億円）

貸出金残高（期末残高） 個人貸出金 法人貸出金 公金貸出金
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損益状況（単体ベース）

主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

熊本ファミリー銀行 平成22年度の業績ハイライト
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経 常 収 益
業 務 粗 利 益

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

信 用 コ ス ト ▲

資 金 利 益
国 内 部 門
国 際 部 門

役 務 取 引 等 利 益
特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益

経費（除く臨時処理分）▲
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（単位：億円） 「経常収益」は、金利低下による資金運用収益の減
少等により、前年比20億円減少の282億円となりま
した。
「コア業務純益」は、資金利益の減少等を役務取引
等利益の増加、経費削減によりカバーした結果、前年
比2億円増加し、66億円となりました。
「経常利益」は、信用コスト（償却債権取立益を除く）
の減少および株式等関係損益の増加等により前年比
31億円増加し、41億円となりました。
「当期純利益」は、前年比21億円増加し、24億円と
なりました。

平成21年度 平成22年度

自己資本比率（単体）
　うちＴｉe rⅠ比 率

不良債権比率（単体）

10.72
9.94

2.36 0.72

1.35
2.72

（単位：％）

平成22年
3月末

平成23年
3月末

9.37
7.22

1.64

22年3月末比

不良債権比率は22年3月末比0.72ポイント上昇し、2.36%
となりました。
自己資本比率（国内基準）は、22年3月末比1.35ポイント上
昇し10.72%、ＴierⅠ比率も同2.72ポイント上昇し、9.94%と
なりました。

個人預金・法人預金ともに堅調に推移しました結果、前年度末
比290億円増加し、1兆956億円となりました。

地元企業を中心とした新規取引の開拓など積極的な需資の
取込みや住宅ローンを中心とした個人部門（個人貸出金）の
推進を図った結果、総貸出金は前年度末比370億円増加し、
8,867億円となりました。

（単位：億円）

総資金残高（期末残高） 個人預金 法人預金 NCD
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貸出金残高（期末残高） 個人貸出金 法人貸出金 公金貸出金
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主な指標

総資金（預金＋NCD）の状況 貸出金の状況

損益状況（単体ベース）

親和銀行 平成22年度の業績ハイライト
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「経常収益」は、金利低下による資金運用収益の減少
等により、前年比13億円減少の418億円となりました。
「コア業務純益」は、資金利益および役務取引等利益
の減少等により、前年比5億円減少し、86億円となりま
した。
「経常利益」は、信用コスト（償却債権取立益を除く）
は増加しましたが、有価証券（株式・債券）関係損益の
増加等により、前年比21億円増加し、95億円となりま
した。
「当期純利益」は、前年度要因（事務・システム統合
費用▲29億円等）がなくなったこと等により、前年比
34億円増加し、96億円となりました。

経 常 収 益
業 務 粗 利 益

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

信 用 コ ス ト ▲

資 金 利 益
　 国 内 部 門
　 国 際 部 門
役 務 取 引 等 利 益
特 定 取 引 利 益
そ の 他 業 務 利 益

経費（除く臨時処理分）▲

前年比

432
333
282
278
4
46
― 
5

238

95

91

74

61

▲25

418
353
280
276
4
38
― 
35

235

132

86
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6

▲13
20
▲2
▲2
▲0
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（単位：億円）

平成21年度 平成22年度

自己資本比率（連結）
　うちＴｉe rⅠ比 率

不 良 債 権 比 率

11.69
9.14

2.76 0.10

0.30
1.88

（単位：％）

平成22年
3月末

平成23年
3月末

11.39
7.26

2.66

22年3月末比

不良債権比率は22年3月末比0.10ポイント上昇し、2.76%
となりました。
自己資本比率（国内基準）は、22年3月末比0.30ポイント上
昇し11.69%、TierⅠ比率も同1.88ポイント上昇し、9.14%と
なりました。

資産運用商品へのシフト等の影響により、個人預金が前年
度末比116億円減少したことを主因に、前年度末比29億円減
少の1兆8,976億円となりました。

地元企業を中心とした新規取引の開拓など積極的な需資の
取込みや住宅ローンを中心とした個人部門（個人貸出金）の推
進を図った結果、総貸出金は前年度末比390億円増加し、1兆
2,207億円となりました。

（単位：億円）

総資金残高（期末残高） 個人預金 法人預金 NCD
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（単位：億円）

貸出金残高（期末残高） 個人貸出金 法人貸出金 公金貸出金

22年3月末 23年3月末21年3月末
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13,139
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12,804
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847
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847
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5,651

635
18,976

12,688

5,651

635
18,976

11,670

3,453

1,517

11,670

3,453

1,517

11,817

3,851

11,817

3,851 3,938

6,101

2,167

12,207

3,938

6,101

2,167

12,207

6,6996,699 5,968

1,996

5,968

1,996


